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《
審　

議　

日　

程
》

令
和
７
年
第
２
回

６
月
定
例
会

※
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
８
月
下
旬
頃
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
と
し
て
掲
載
予
定
で
す
。

（
議
案
の
採
決
結
果
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

3 日　開会、提案
・上程議案 8 件の議案説明（うち報告 3 件）

5 日　町政に対する一般質問【通告議員 6 人登壇】
10 日　質疑・委員会審査付託

・契約議決 1 件の質疑・討論・採決
・補正予算の質疑
・各常任委員会へ審査付託（4 件）※うち１件は両委員会へ分割付託
〔休会中の常任委員会開催〕

11 日　総務産業常任委員会　付託された 1 議案を審査・採決
12 日　文教厚生常任委員会　付託された 4 議案を審査・採決

17 日　委員長報告・質疑・討論・採決
・付託された 4 件について委員長報告・質疑・討論、採決
・議員派遣の件を議決
・閉会中の継続調査事件を定めて閉会

町 

長 

提 

出 

議 

案

報
告

各
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
美
浜
町
一
般
会

計
継
続
費
逓
次
繰
越
し

令
和
６
年
度
美
浜
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費

令
和
６
年
度
美
浜
町
一
般
会

計
事
故
繰
越契

約
議
決

消
防
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
物
品
売
買
契
約
の
締
結

　
全
員
賛
成
で
可
決

　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の

購
入
に
係
る
契
約
で
す
。

契
約
金
額

　
７
４
５
万
２
１
７
０
円

契
約
相
手

　
萬
茂
防
災
株
式
会
社

令和 6 年度 　一般会計継続費繰越計算書

事業名 継続費の総額
令和 6 年度継続費予算現額 支出済額及び

支出見込額 残額 翌年度逓次繰越額 ※
予算計上額 前年度逓次

繰越額 計

都市公園
整備事業 4 億 705 万 7 千円 4705 万 7 千円 0 円 4705 万 7 千円 0 円 4705 万 7 千円 4705 万 7 千円

※財源内訳
国県支出金　2000 万円
地方債　      2320 万円
その他         385 万 7 千円

※遊具等の仕様の変更を要すこととなり、その対応に不測の日時を要したため、年度内の完了が困難となったため。

令和 6 年度　一般会計事故繰越し繰越計算書

事業名 支出負担行為額
左の内訳 支出負担行為

予定額 翌年度繰越額

左の財源内訳

既収入
特定財源

未収入特定財源
一般財源

支出済額 支出未済額 国県支出金 繰入金 町債

土木費
都市公園整備事業 8499 万 9650 円 5994 万 4220 円 2505 万 5430 円 2505 万 5430 円 2505 万 5430 円 0 円 0 円 2505 万 5430 円 0 円 0 円

令和 6 年度　一般会計繰越明許費繰越計算書（※一部抜粋　合計 6 億 9820 万 9 千円）

事業名 金額 翌年度繰越額 既収入
特定財源

未収入特定財源
一般財源

国県支出金 繰入金 町債
総務費

戸籍振り仮名通知
作成業務委託

274 万円 274 万円 0 円 274 万円 0 円 0 円 0 円

民生費
低所得者支援給付金

追加給付事業
1 億 1234 万 4 千円 1 億 1043 万 9 千円 0 円 1 億 1043 万 9 千円 0 円 0 円 0 円

民生費
多世代交流施設

整備事業
4 億 7540 万円 4 億 7540 万円 0 円 2 億 3270 万円 0 円 2 億 2870 万円 1400 万円

土木費
都市公園整備事業 8219 万 6000 円 8219 万 6000 円 0 円 3770 万円 1059 万 6000 円 3390 万円 0 円

※　他６事業併せ　合計 6 億 9820 万 9 千円 6 億 9088 万 1 千円 0 円 3 億 8462 万 5 千円 1059 万 6 千円 2 億 6260 万円 3306 万円



3 あいち・みはま議会だより 2025.8.1　No.183

６月補正予算
　提案された補正予算 4 件【一般会計 ( 第 2 号 )、国民健康保険特別会計 ( 第 1 号 )、後期高齢者
医療特別会計 ( 第 1 号 )、介護保険特別会計 ( 第 1 号 )】を各常任委員会に付託・審査し、最終日
に委員長報告ののち、討論 ･ 採決し 1 件は賛成多数で可決し、3 件は全員賛成で可決しました。

一般会計補正予算（第２号）	 全員賛成で可決　　　　　
　歳入歳出それぞれ９３０３万１千円を追加し、補正後の予算総額は９８億２７５８万８千円となりました。

歳　　　入 補　正　額

※内容：
①ﾃﾚﾋﾞ受信機末契約分に係る
　受信料（公用車６台分）
②ｼﾃｨｰﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ PR 出展に　
　係る特別旅費､ 出展手数料
③国際交流員の中間研修参加
　に伴う､ 特別旅費
④給付に係る事務費､ 給付金
⑤資格確認書郵送料に係る通
　信運搬費
⑥介護保険ｼｽﾃﾑ改修に係る委
　託料
⑦のり養殖食害防止対策事業
　補助金 ( 野間漁協 )
⑧消防団 PR 事業 ( 動画作成 )
　の委託

国 庫 支 出 金 総務管理費補助金　総務管理費委託金 ８８６２万１千円
県 支 出 金 水産業費補助金 　　２０万４千円
繰 入 金 財政調整基金繰入金 １１万円
諸 収 入 雑入 　４０９万６千円

歳　　　出 補　正　額

総 務 費

公用車管理事業　※① 　　７１万２千円
企画事業　※② 　１１６万円
国際交流事業　※③ 　　　８万３千円
定額減税補足給付金不足額給付事業　※④ ８７８９万１千円

民 生 費
後期高齢者医療事業　※⑤ 　１０９万６千円
介護保険事業　※⑥ 　１１５万５千円

農 林 水 産 業 費 水産業振興事業　※⑦ 　　２０万４千円
消 防 費 非常備消防事業　※⑧ ７３万円

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）	 賛成多数で可決　　　　　
　歳入歳出それぞれ５万６千円を追加し補正後の予算総額は２０億８６７０万４千円となりました。

歳　　　入 補　正　額 歳　　　出 補　正　額
※内容
　印刷製本費国 庫 支 出 金 ５万６千円 一 般 管 理 事 業 ５万６千円

討　
論

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

反
対

茶
谷　
佳
宏

安
心
し
て
受
診
で
き
る制

度
に

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
の

方
針
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証

に
紐
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
加
入

者
の
み
に
保
険
証
の
代
わ
り
と

な
る
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
が
、
本
町
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
は
低
く
、
医
療
機

関
窓
口
の
混
乱
や
患
者
の
戸
惑

い
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
、

不
安
な
く
安
心
し
て
受
診
で
き

る
た
め
、
全
員
に
資
格
確
認
書

の
交
付
が
必
要
で
す
。

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま

し
た
。
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
最

終
日
17
日
（
火
）
に
委
員
長
報
告
を

行
い
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
採
決
さ

れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
11
日
（
水
）
午
前
９
時
開
会
。

６
名
出
席
の
も
と
付
託
議
案
1
件

を
審
査
・
採
決
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
事
件
を
協
議
・
決
定
し
閉
会
。

令
和
７
年
度
美
浜
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

公
用
車
管
理
事
業
で
の
テ
レ
ビ

受
信
料
未
払
い
分
の
積
算
根
拠
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
か
ら
請
求
書
が
送
ら
れ

て
き
た
の
か
、
そ
れ
と
も
本
町
か

ら
申
請
し
た
の
か
説
明
を
。

 

６
台
の
車
両
の
受
信
料
の
未
払

い
が
わ
か
っ
た
た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
に

連
絡
を
取
り
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

相
談
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
か
ら
未

払
い
分
の
算
出
資
料
を
い
た
だ
き
、

車
両
の
登
録
年
数
か
ら
金
額
を
算

出
、
再
度
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
に
提
出
し
、

金
額
が
確
定
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
12
日
（
木
）
午
前
９
時
開
会
。

6
名
出
席
の
も
と
付
託
議
案
4
件

を
審
査
・
採
決
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
事
件
を
協
議
・
決
定
し
閉
会
。

 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
は
資

格
確
認
書
を
全
員
に
交
付
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

 

国
保
の
方
は
全
員
に
発
送
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
先
日
、
国
か
ら

取
扱
い
に
つ
い
て
事
務
連
絡
が
あ

り
、
そ
の
中
で
経
費
の
こ
と
も
考

え
、
後
期
高
齢
者
の
方
と
違
い
機

械
の
取
扱
い
に
不
慣
れ
で
あ
る
と

い
う
理
由
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
か

ら
資
格
確
認
書
を
送
る
状
況
で
は

な
い
と
の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

付託された議案 付託委員会 委員会採決結果 質疑
令和７年度美浜町一般会計補正予算 ( 第 2 号 ) 総務産業 全員賛成・可決 あり

文教厚生 全員賛成・可決 あり
令和７年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 文教厚生 賛成多数・可決 あり
令和７年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 文教厚生 全員賛成・可決 あり
令和７年度美浜町介護保険特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 文教厚生 全員賛成・可決 あり

常 任 委 員 会 の 審 査 結 果
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1 番　2 番	 野田　謙弥　議員
　　　 ① 小中学校再編計画について

2 番　5 番	 都筑　新悟　議員
　　　 ① ごみの対策について
　　　 ② 下水道対策について
　　　 ③ 名鉄ダイヤ改正後の対応、対策について

3 番　10 番	 大岩　靖　議員
　　　 ① 美浜町小中一貫校基本計画について
　　　 ② 美浜町河和南部地区養鶏場対策について

4 番　7 番	 橋場　友昭　議員
　　　 ① 町の情報発信について
　　　 ② 小中学校の体育館の空調整備について
　　　 ③ 美浜町運動公園について

5 番　6 番	 大嵜　暁美　議員
　　　 ① 放課後児童クラブについて
　　　 ② 美浜町巡回ミニバス「自然号」について

6 番　1 番	 茶谷　佳宏　議員
　　　 ① 女性管理職の積極的登用について
　　　 ② 平和行政について
　　　 ③ 国民健康保険及び後期高齢者医療の保険証について

一
般
質
問

町
の
考
え
を
問
う

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況

や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
報
告
や
説
明
を
求

め
る
こ
と
で
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
（
4
ペ
ー
ジ
か
ら
7
ペ
ー
ジ
ま
で
）

を
登
壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
の
都
合
上
、
質
問
項
目
が
全
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小中一貫校の建設候補地は

候補地と開校目標年度の決定は秋
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

 

校
舎
建
設
地
の
再
考
・
再

調
査
は
。

 

建
設
候
補
地
調
査
業
務
を

専
門
業
者
に
委
託
し
、
日
本

福
祉
大
学
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

敷
地
内
・
日
本
福
祉
大
学
美

浜
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
接
地
・
既

存
の
小
中
学
校
敷
地
の
３
箇

所
を
比
較
検
討
し
ま
す
。

 

小
中
一
貫
校
開
校
目
標
年

度
の
決
定
は
い
つ
か
。

 

建
設
候
補
地
調
査
を
進
め

て
い
く
中
で
、
建
設
場
所
及

び
開
校
の
目
標
年
度
を
示
し

て
い
き
ま
す
。
半
年
を
目
途

に
、
秋
ご
ろ
に
は
決
定
す
る

予
定
で
す
。

 

持
続
可
能
な
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
用
は
。

 

令
和
12
年
度
の
想
定
児
童

生
徒
数
か
ら
、徒
歩
、自
転
車
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
を

想
定
し
、
大
型
バ
ス
を
利
用

し
た
場
合
は
20
台
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
利
用
し
た
場
合
で

は
30
台
が
必
要
で
す
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
に
係
る
経
費

は
、
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
、
今
年
度
実
施
す
る

調
査
の
中
で
試
算
し
、
示
し

て
い
き
ま
す
。

 

既
存
の
学
校
施
設
の
活
用

は
。

 

今
年
度
の
小
中
一
貫
校
建

設
候
補
地
調
査
に
お
い
て
、

日
本
福
祉
大
学
敷
地
内
を
含

む
町
内
の
実
施
可
能
な
候
補

地
と
し
て
、
大
学
敷
地
内
の

他
、
大
学
隣
接
地
及
び
既
存

の
小
中
学
校
敷
地
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
既
存

の
学
校
施
設
の
活
用
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

既
存
の
学
校
校
舎
の
改
修

に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え
は
。

 

既
存
の
学
校
校
舎
で
は
、

絶
対
的
に
教
室
数
が
足
り
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
既
存
の
学

校
校
舎
の
改
修
は
現
段
階
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

あ
く
ま
で
も
、
校
舎
新
築

を
考
え
て
い
ま
す
が
、
財
政

破
綻
に
な
ら
な
い
よ
う
、
小

中
一
貫
校
整
備
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

野田　謙弥
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町政に対する一般質問 令和７年６月５日

河和南部地区の臭気対策を

名鉄ダイヤ改正後の対応、対策は

臭気に対するモニタリング調査を実施

活性化のため杉本美術館の町営化検討

 

臭
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
は
。

 

河
和
南
部
地
区
と
河
和
地

区
を
４
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、

各
エ
リ
ア
３
～
５
箇
所
の
全

部
で
15
箇
所
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
、

令
和
６
年
２
月
か
ら
開
始
し
、

本
年
５
月
で
１
年
４
ヶ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
開
始
か
ら

１
年
間
で
４
５
７
件
、
２
年

目
と
な
る
令
和
７
年
２
月
か

ら
５
月
ま
で
の
４
ヶ
月
で
は

74
件
（
５
月
18
日
時
点
）
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

 

鶏
糞
の
処
理
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

 

旧
南
部
公
民
館
西
に
あ
る

本
場
の
鶏
糞
は
場
内
の
堆
肥

舎
で
堆
肥
化
し
、
浦
戸
大
沢

の
鶏
舎
か
ら
出
る
鶏
糞
は
切

山
農
場
の
コ
ン
ポ
ス
ト
へ
運

び
、
堆
肥
化
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
場
の

鶏
糞
で
あ
っ
て
も
鶏
舎
の
配

置
上
、
一
旦
町
道
を
経
由
し

て
、
堆
肥
舎
に
運
ば
れ
る
も

の
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

 

養
鶏
対
策
協
議
会
の
改
善

指
導
内
容
は
。

名
鉄
ダ
イ
ヤ
改
正
後
の
対
策

 

名
鉄
ダ
イ
ヤ
改
正
以
後
の

活
性
化
の
対
応
は
。

 

鉄
道
事
業
者
と
２
者
間
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
沿

線
活
性
化
の
た
め
、
現
在
閉
館

中
の
杉
本
美
術
館
の
町
で
の

運
営
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 
知
多
新
線
路
線
の
あ
る
自

治
体
を
含
め
連
携
し
て
、
協
議

し
て
い
く
考
え
は
。

 

隣
接
す
る
町
と
も
必
要
に

応
じ
て
連
携
を
図
っ
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
徐
々
に
回

復
し
て
き
た
ダ
イ
ヤ
改
正
後
の

各
駅
の
乗
降
客
数
の
推
移
は
。

 

各
駅
で
の
一
日
の
乗
降
客

数
は
河
和
・
河
和
口
駅
は
増

加
、
知
多
新
線
の
各
駅
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
の
周
知
を

 

大
学
や
外
国
人
を
雇
っ
て

い
る
企
業
へ
出
向
い
て
ご
み

分
別
方
法
を
啓
発
し
て
い
く

考
え
は
。

 

説
明
を
希
望
す
る
事
業
所

を
募
集
し
、
職
員
が
出
向
い

て
啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

災
害
発
生
時
に
お
け
る
、

災
害
ご
み
仮
置
き
場
の
確
保

は
。

 

町
有
地
４
か
所
を
仮
置
き

場
と
し
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

 

美
浜
町
及
び
県
関
係
機
関

と
の
立
ち
入
り
、
臭
気
及
び

ハ
エ
の
発
生
抑
止
に
か
か
る

改
善
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
に
対
し
、
場
内
及
び

周
辺
の
清
掃
、
古
い
開
放
型

堆
肥
舎
の
廃
止
・
撤
去
、
閉

鎖
型
堆
肥
舎
の
入
口
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
カ
ー
テ
ン
の
設

置
、
古
い
堆
肥
の
在
庫
整
理

及
び
堆
肥
舎
周
辺
の
臭
気
吸

着
シ
ー
ト
設
置
等
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
十

分
な
対
策
と
は
言
え
ず
、
根

本
的
に
は
コ
ン
ポ
ス
ト
の
設

置
、
堆
肥
舎
の
整
備
を
含
む

農
場
全
体
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

 

知
多
南
部
地
区
養
鶏
対
策

協
議
会
と
は
。

 

地
元
区
長
、
養
鶏
業
者
、

近
隣
事
業
者
、
役
場
各
担
当

課
、
県
関
係
機
関
及
び
家
畜

保
健
所
で
構
成
し
、
協
議
と

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協

議
会
の
内
容
は
議
事
録
と
し

て
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

他
の
候
補
地
の
確
保
が
課
題

で
す
。

下
水
道
の
対
策

 

小
野
浦
地
区
で
の
集
落
排

水
施
設
の
利
用
者
数
お
よ
び
施

設
の
維
持
管
理
に
投
入
さ
れ
て

い
る
町
費
は
。

 

使
用
世
帯
数
は
74
件
で
、

令
和
６
年
度
の
人
件
費
を
含

め
た
経
費
は
約
８
７
５
万
円

で
す
。

 

今
後
も
町
費
を
投
入
し
処

理
施
設
を
継
続
し
て
い
く
の

か
。

 

継
続
す
る
こ
と
の
方
が
町

の
負
担
が
少
な
い
と
い
う
検

討
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も

継
続
し
て
維
持
管
理
し
て
い

き
ま
す
。

 

美
浜
緑
苑
の
下
水
道
管
理

が
名
鉄
か
ら
本
町
管
理
と
な
る

の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。

 

令
和
８
年
９
月
末
日
を
目

途
に
移
管
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

美
浜
緑
苑
地
区
の
下
水
道

管
理
は
名
鉄
側
の
点
検
、
修
繕

後
に
本
町
管
理
と
な
る
の
か
。

 

現
状
の
ま
ま
無
償
譲
渡
さ

れ
ま
す
の
で
、
協
定
書
に
点

検
の
実
施
は
明
記
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
名
鉄
側
が
管
理

す
る
部
分
に
つ
い
て
は
名
鉄

が
修
繕
し
ま
す
。

大岩　靖

都筑　新悟
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町政に対する一般質問 令和７年６月５日

小中学校の空調整備

巡回バスのコース変更の予定は

災害時にむけて

本年 10 月を予定

小
中
学
校
の
体
育
館
の
空
調

整
備
に
つ
い
て

 

現
在
の
小
中
学
校
の
体
育

館
の
環
境
に
つ
い
て
、
普
段

か
ら
、
児
童
、
生
徒
や
地
域

の
方
々
が
安
心
し
て
体
育
館

を
使
用
で
き
る
環
境
が
必
要

と
考
え
る
が
、
近
年
の
異
常

と
も
い
え
る
気
温
の
上
昇
に

対
し
、
暑
さ
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

現
在
の
小
中
学
校
の
体
育

館
の
環
境
に
つ
い
て
、
暑
さ

対
策
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
現
場
は
、
熱

中
症
予
防
に
向
け
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
活
動
実

施
の
可
否
を
判
断
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
暑
さ
指

数
の
こ
ま
め
な
計
測
な
ど
体

育
館
内
の
環
境
状
態
の
把
握

を
し
、
児
童
生
徒
の
健
康
状

態
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、

大
型
扇
風
機
を
活
用
し
対
策

を
し
て
い
ま
す
。

 

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

と
し
て
の
体
育
館
の
環
境
に

つ
い
て
、
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
時
に
は
、
体
育
館

 

10
月
の
コ
ー
ス
変
更
の
内

容
は
。

 

現
在
検
討
中
で
す
が
、
ダ

イ
ヤ
の
時
間
的
余
裕
を
確
保

す
る
た
め
の
変
更
で
す
。

 

浜
田
整
形
外
科
・
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
へ
の
通
院
に
利
用

し
た
い
と
い
う
声
を
多
く
い

た
だ
く
。
国
道
２
４
７
号
線

へ
の
バ
ス
停
設
置
が
難
し
い

の
で
あ
れ
ば
、
近
く
の
バ
ス

停
を
少
し
で
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
近
づ
け
る
よ
う
に
検
討
は
。

 

今
回
の
コ
ー
ス
変
更
で
、

バ
ス
停
の
移
動
も
し
く
は
新

設
で
き
な
い
か
を
検
討
し
ま

す
。

 

一
昨
年
、
同
僚
議
員
が
質

問
し
た
車
体
へ
の
看
板
設
置

等
に
よ
る
広
告
収
入
を
得
る

こ
と
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

は
。

 

今
年
度
中
に
募
集
予
定
で

す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

 

美
浜
町
に
は
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る

施
設
が
な
く
、
そ
の
た
め
支

援
が
必
要
な
児
童
も
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
受

が
一
時
的
な
避
難
所
と
な
り

ま
す
。

　

慣
れ
な
い
避
難
所
で
の
生

活
は
ス
ト
レ
ス
も
大
き
く
、

暑
さ
が
加
わ
る
と
非
常
に
厳

し
い
環
境
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

小
中
学
校
の
体
育
館
の
空

調
整
備
に
つ
い
て
、
災
害
時

に
お
け
る
避
難
所
と
し
て
の

体
育
館
の
環
境
は
、
学
校
の

体
育
館
が
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と

と
も
に
、
災
害
時
に
は
避
難

所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
た
め
、

空
調
設
備
の
導
入
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

財
政
状
況
を
み
な
が
ら
計
画

的
に
整
備
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

け
入
れ
人
数
や
対
応
は
。

 

河
和
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
、

特
別
支
援
学
級
の
児
童
が
８

名
、
通
級
指
導
教
室
の
児
童

が
２
名
、
奥
田
児
童
ク
ラ
ブ

に
は
、
特
別
支
援
学
級
の
児

童
が
３
名
、
河
和
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
指
導
員
・
補
助
指
導

員
６
名
程
度
、
奥
田
児
童
ク

ラ
ブ
は
５
名
程
度
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

 

町
と
し
て
、
支
援
が
必
要

な
児
童
数
に
応
じ
て
指
導
員
・

補
助
指
導
員
の
増
員
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

 

運
営
の
委
託
を
受
け
て
い

る
業
者
が
支
援
の
必
要
な
子

ど
も
の
対
応
を
見
込
み
、
配

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
増
員

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

橋場　友昭

大嵜　暁美

河和児童クラブ

布土小体育館
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町政に対する一般質問 令和７年６月５日

国保加入者全員に資格確認書を

国の方針で全員に交付はできない
保
険
証
の
更
新
は
ど
う
な
る

 

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期

限
が
、
７
月
31
日
に
な
っ
て

お
り
、
資
格
確
認
書
の
交
付

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
紐

づ
け
が
さ
れ
て
い
な
い
加
入

者
の
み
か
。

 
国
民
健
康
保
険
の
場
合

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録

の
な
い
方
の
み
で
す
。
後
期

高
齢
者
医
療
の
場
合
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
全
員
に
資
格
確
認

証
を
交
付
し
ま
す
。

 

国
保
加
入
者
の
内
、
マ
イ

ナ
保
険
証
へ
の
紐
づ
け
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
取
る
の
か
。

 

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を

交
付
し
ま
す
。
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
だ
け
で
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
マ
イ
ナ

保
険
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

女
性
管
理
職
の
積
極
的
登
用
を

 

女
性
管
理
職
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
意

義
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

 

多
様
な
意
見
を
取
り
入

れ
、
よ
り
良
い
意
思
決
定
が

可
能
と
な
り
、
組
織
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

女
性
管
理
職
を
増
や
す
考

え
は
あ
る
か
。

 

係
長
職
に
お
い
て
は
、
26

人
中
13
人
が
女
性
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
出
産
・
育
児
・

介
護
等
で
も
働
き
続
け
ら
れ

る
休
暇
制
度
な
ど
の
充
実
に

よ
り
、
継
続
し
て
勤
務
し
や

す
く
な
り
、
女
性
管
理
職
の

割
合
も
徐
々
に
増
加
し
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
争
遺
跡
を
広
く
紹
介
せ
よ

 

戦
争
遺
跡
の
現
場
に
内
容

を
説
明
す
る
看
板
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

 

現
在
、河
和
中
学
校
の
「
門

柱
」と
海
岸
に
あ
る「
す
べ
り
」

の
２
ヶ
所
に
設
置
し
て
あ
り
、

今
後
、
旧
河
和
南
部
小
学
校

北
側
の
「
指
揮
所
」
に
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

河
和
南
部
文
化
交
流
館
で

河
和
海
軍
航
空
隊
の
歴
史
を

解
説
し
て
い
る
が
、
毎
日
見

学
は
可
能
か
。

 

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
10

時
～
12
時
、
13
時
30
分
～
14

時
30
分
で
す
が
、
事
前
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

茶谷　佳宏

令和７年 9 月定例会の開催予定

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

本会議
開会
提案

5

（休会）

6

（休会）

7

（休会）

8
本会議

一般質問
１日目

9
本会議

一般質問
2 日目

10

（休会）

11
本会議

質疑・委員会
付託

12
（休会）
総務産業

常任委員会

13

（休会）

14

（休会）

15

（休会）

16
（休会）
文教厚生

常任委員会

17

（休会）

18

（休会）

19
本会議

討論・採決
閉会

20

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴す
ることができます。また、全員協議会及び各委員
会は、議長等の許可があれば、傍聴することがで
きます。
　※議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必要
な方は、お手数ですが２週間前までにご相談く
ださい。

ケーブルテレビ（CCNC）放送予定
【112ch】午前９時から

9 月 15 日（月）・ 9 月 21 日（日）
☆お問い合わせ先☆

美浜町役場 議会事務局
TEL 82-1111（内線 285・286）

いずれも午前９時から　美浜町役場３階
＜ 日程は告示日 8 月２7 日に確定します >
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付
託
委
員
会

審
議
結
果

会派名

無会派 美浜
みらい 立志会

茶
谷　
佳
宏

野
田　
謙
弥

中
須
賀　
敬

森
川　
元
晴

都
筑　
新
悟

大
嵜　
暁
美

橋
場　
友
昭

葊
澤　
　
毅

荒
井　
勝
彦

大
岩　
　
靖

野
田　
増
男

丸
田　
博
雅議　案　件　名

町
長
提
出
議
案
８
件
（
う
ち
報
告
３
件
）

令和６年度美浜町一般会計継続費逓次繰越しについて - - - - - - - - - - - - - -

令和６年度美浜町一般会計繰越明許費について - - - - - - - - - - - - - -

令和６年度美浜町一般会計事故繰越について - - - - - - - - - - - - - -

消防団小型動力ポンプ付積載車物品売買契約の締結について - 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○

令和７年度美浜町一般会計補正予算（第２号） 各 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○

令和７年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 文厚 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○

令和７年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 文厚 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○

令和７年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第１号） 文厚 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○

付託委員会…総産→総務産業常任業委員会に付託、文厚→文教厚生常任委員会に付託、各→両常任委員会に分割付託
○は賛成　×は反対もしくは保留　「欠」は欠席 「退」は退席により採決不参加
※野田増男議長は採決に加わりません。　

編 

集 

後 

記

　
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
号
の
表

紙
は
河
和
口
駅
の
海
岸
前
に
あ
り
ま
す
「
カ
ッ
パ
の
花
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ん
、
参
院
選
に
は
足
を
運
ば
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
選
挙
に
お
い

て
の
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
持
っ
て
い
る
一
票
は
、
と
て
も
と
て
も
小
さ
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
一
票
で
、
全
て
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
選
挙
に
足
を
運
ぶ
と
い
う
一
歩
は
、
自
身
が
社
会
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
、
ど
う
い
う
社
会
を
作
り
、
ど
う
い
う
社
会
の
中
で
生
き
て
ゆ
き
た
い
の
か
、

意
思
表
示
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
自
分
自
身
が
考
え
、
意
思

表
示
を
示
し
た
そ
の
一
票
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
先
ず
は
一
歩
を
踏
み
出
し
、
自
分
の
意
思
を
示
す
た
め
、
選
挙
へ
足
を
運
び
、
積

極
的
に
政
治
参
加
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
今
月
号
で
は
、
議
場
に
て
行
わ
れ
た
審
議
内
容
、
審
議
結
果
、
議
員
６
名
に
よ
る

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
都
筑
新
悟
）

公式ホームページ

★みはま議会だよりは、スマートフォンアプリ
「マチイロ」でも見ることができます。「みはま
議会だより」は、美浜町議会広報特別委員会
が編集しています。

皆様の声を
お聞かせください。
議会だよりへのご意見・ご感想を
お聞かせください。
議会事務局
E-mail
gikaiji@town.aichi-mihama.lg.jp
※住所、氏名、連絡先をご記入
　ください。

あ
い
ち
・
み
は
ま
議
会
だ
よ
り
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〒
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TEL：
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FA
X：
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　審議結果一覧表
令和７年　第２回 　定例会（６月）


